
植物体はオオホウキゴケに似るが、花被が3稜でほとんどねじれず、ペリギニウムが花被の2/5-1/2

長と短い。葉は斜めについてひろく開出し、より長い舌形、細胞表面に著しいベルカがある。油体
は各細胞に2-4個、楕円形からうじ虫形。雌雄異株。低地の湿った土手等に生育する。

小金ヶ岳では2007年に確認。淡路市は現状不明。旧学名Jungermannia comata  Nees
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希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Solenostoma  comatum  (Nees) C.Gao

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

丹波篠山市、淡路市

■ 国内分布

本州（静岡県以南）、四国、九州、琉球諸島

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

ソロイゴケ科

兵庫県ランク…ホウキゴケ
環境省ランク… －


